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受験生の心得

中学受験ガイダンス
〈受験準備回〉

教科（科目）が変わる？
入試情報室より

　　　　   首都圏難関私大系列中学校入試分析より

12月受験直前の重要ポイント
2018 年



点数アップ・   高得点獲得おめでとう! !

がんばりは「成果」になって現れる! ! キミも続け   点数アップ！

Congrat
ulations

!

2018年も点数アップ・高得点獲得 　　 の知らせが続々と報告されています！年間掲載数4,501件

ホームページにも
多数掲載中!! ☞

今すぐ
チェック！

携帯からでも

検索フリーステップ

（2017年5月17日～2018年5月2日広告掲載数）（2017年5月17日～2018年5月2日広告掲載数）

大幅点数UP 高得点獲得
関西 関東

  年   3
１学期中間

  年   3
１学期期末

科教】生年   3    校学中淀東立市阪大 【    学数  :

   禧在 黄 さん

90点

室教   庄新上 

  

100点

  晴純 関 さん 

 年 1 
１学期期末

 年 1 
１学期中間

9190点 点

室教 台わきと 
科教】生年 1  校学中四第村志立区橋板 【 :   学数 ・  語国

93点
国語 96点

数学

  

  香遥 薗内 さん 

 年 3 
１学期中間

 年 2 
２学期期末室教 子王 

科教】生年 3  校学中桜明立区北 【 :   学数 ・  語英

93点
英語 94点

数学

  

  々凜 下木 さん 

 年 2 
１学期期末

 年 2 
１学期中間

9867点 点

室教 橋板 
科教】生年 2  校高芸工 【 :   Ⅱ語英ｭﾐｺ ・  Ｂ学数

100点
数学Ｂ80点

ｺﾐｭ英語Ⅱ

  

  年   1
１学期中間

  年   1
１学期期末

科教】生年   1    校学中 【    語英  :

   活 本山 さん

99点

室教   谷保 

  

100点

科教】生年 1  校高央中沢所 【 :  数学Ⅰ 

  紀咲 原栗 さん 
 室教 谷保

   1 年
１学期期末

 年 1 
１学期中間

94点

96点

科教】生年 1  校高 【 :  数学Ａ 

  星昂 山村 さん 
 室教 荻井

   1 年
１学期期末

 年 1 
１学期中間

94点

97点

科教】生年 1  校学中 【 :  英語 

  大容 形駒 さん 
 室教 井金小花

   1 年
１学期期末

 年 1 
１学期中間

95点

99点

科教】生年 3  校学中 【 :  数学 

  佳里 野淺 さん 
 室教 井金小東

   3 年
１学期期末

 年 3 
１学期中間

82点

92点

  輝美 島大 さん 

 年 3 
１学期期末

 年 3 
１学期中間室教 屋町 

科教】生年 3  校学中原立区川荒 【 :   語英 ・  学数

94点
数学 93点

英語

  

科教】生年 3  校学中岡平立市川古加 【 :  数学 

  弥拓 尾松 さん 
 室教 前駅川古加東

   3 年
１学期期末

 年 3 
１学期中間

87点

92点

  年   1
１学期中間

  年   1
１学期期末

科教】生年   1    校高西塚宝 【    Ａ学数  :

   奈玲 関 さん

72点

室教   川瀬逆 

  

100点

科教】生年 3  校学中島津美立市阪大 【 :  英語 

  稀立 尾谷 さん 
 室教 前駅国三

   3 年
１学期期末

 年 3 
１学期中間

83点

96点

科教】生年 3  校学中六第立市面箕 【 :  英語 

  那葉 島小 さん 
 室教 生粟

   3 年
１学期期末

 年 3 
１学期中間

88点

91点

科教】生年 1  校学中津盾立市阪大東 【 :  国語 

  人舜 野矢 さん 
 室教 田新池鴻

   1 年
１学期期末

 年 1 
１学期中間

89点

94点

科教】生年 1  校学中衙舎孔立市阪大東 【 :  数学 

  花彩 村西 さん 
 室教 前駅切石新

   1 年
１学期期末

 年 1 
１学期中間

90点

92点

科教】生年 3  校学中島之上立市尾八 【 :  数学 

  花々萌 田石 さん 
 室教 本山内河

   3 年
１学期期末

 年 3 
１学期中間

84点

90点

科教】生年 3  校学中津高立市阪大 【 :  英語 

  和陽 北 さん 
 室教 造玉

   3 年
１学期期末

 年 3 
１学期中間

86点

93点

科教】生年 1  校学中山狭立市山狭阪大 【 :  英語 

  美菜麻 井横 さん 
 室教 山狭

   1 年
１学期期末

 年 1 
１学期中間

77点

91点

科教】生年 1  校学中原樫立市都京 【 :  英語 

  也哲 村田 さん 
 室教 桂上

   1 年
１学期期末

 年 1 
１学期中間

88点

92点

関西 関東

  香萌 田本 さん 
室教 台わきと 

 3 年
１学期期末

 年 3 
１学期中間

  

現代
文 

ュミコ 
英Ⅲ  

科教】生年 3  校高 【 :   Ⅲ英ュミコ ・  文代現

 64  点
UP!

2 教科合計

28点
UP!

科教】生年 3  校学中明有つえか 【 :  数学 

  太航 中廣 さん 
室教 合落西 

 年 3 
１学期期末

 年 3 
１学期中間

15点
UP!

科教】生年 2  校学中泉大立区馬練 【 :  数学 

  生柊 山種 さん 
室教 谷保 

 年 2 
１学期期末

 年 1 
３学期期末

19点
UP!

科教】生年 3  校学中二第玉豊立区馬練 【 :  国語 

  馬颯 杉一 さん 
室教 馬練 

 年 3 
１学期期末

 年 2 
３学期期末

  果裕 麻當 さん 
室教 米留久東 

 1 年
１学期期末

 年 1 
１学期中間

  

ｺﾐｭ英
語Ⅰ 

表語英 
現Ⅰ  

科教】生年 1  校高草井 【 :   Ⅰ現表語英 ・  Ⅰ語英ｭﾐｺ

 26  点
UP!

2 教科合計

16点
UP!

科教】生年 3  校学中草井立区並杉 【 :  英語 

  朗太麟 島津 さん 
室教 荻井 

 年 3 
１学期期末

 年 3 
１学期中間

 年 3 
１学期中間

 年 3 
１学期期末

18点
UP!

科教】生年 3  校学中六第平小立市平小 【 :  英語 

島田 泰成 さん 
63

81

点

点

室教 井金小花 

 年 1 
１学期中間

 年 1 
１学期期末

22点
UP!

科教】生年 1  校高瀬清 【 :  英語Ⅰ 

山田 雄大 さん 
69

91

点

点

室教 山村東 

  平泰 山小 さん 

 55  点
UP!

 年 2 
１学期期末

99

 年 2 
１学期中間

2 教科合計

    
40 72点

点

68点 点

 語英  数学Ⅱ 

室教 方野 
科教】生年 2  校高園学仙宝 【 :   Ⅱ学数 ・  語英

  月澪 　田福 さん 
室教 井平 

 3 年
１学期期末

 年 2 
3学期期末

  

数学 
 語英  

科教】生年 3  校学中 【 :   語英 ・  学数

 83  点
UP!

2 教科合計36点
UP!

科教】生年 3  校高北石明 【 :  数学Ｂ 

  留楓日 野香 さん 
室教 保久大石明 

 年 3 
１学期期末

 年 3 
１学期中間

43点
UP!

科教】生年 3  校学中倉高立市戸神 【 :  英語 

  朗太宗 東 さん 
室教 宿板 

 年 3 
１学期期末

 年 2 
３学期期末

39点
UP!

科教】生年 2  校学中 【 :  数学 

  貴和 本岸 さん 
室教 前駅口塚 

 年 2 
１学期期末

 年 1 
３学期期末

33点
UP!

科教】生年 2  校学中西田矢立市阪大 【 :  数学 

  和優 田髙 さん 
室教 こびあ 

 年 2 
１学期期末

 年 2 
１学期中間

33点
UP!

科教】生年 2  校高鳳 【 :  数学Ⅱ 

  輝孝 原藤 さん 
室教 辺田西 

 年 2 
１学期期末

 年 2 
１学期中間

35点
UP!

科教】生年 3  校学中岡市立市阪大 【 :  国語 

  紘 友松 さん 
室教 町天弁 

 年 3 
１学期期末

 年 3 
１学期中間

45点
UP!

科教】生年 1  校高院学山塚帝 【 :  英語表現Ⅰ 

  央莉 野善 さん 
室教 前駅田和岸 

 年 1 
１学期期末

 年 1 
１学期中間

 年 1 
１学期中間

 年 1 
１学期期末

34点
UP!

科教】生年 1  校高 【 :  数学Ⅱ 

谷田 登哉 さん 
51

85

点

点

室教 津大泉 

 年 3 
１学期中間

 年 3 
１学期期末

38点
UP!

科教】生年 3  校学中 【 :  英語 

二家 尚輝 さん 
31

69

点

点

室教 保久大治宇 

36点
UP!

科教】生年 3  校学中郷南立市津大 【 :  英語 

  彩希 木茨 さん 
室教 前駅山石 

 年 3 
１学期期末

 年 3 
１学期中間

3 2



　
最
近
頂
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
、科
目
、教

科
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
知
り
た
い
と
い
う

お
声
を
頂
戴
し
ま
し
た
の
で
、2
年
ほ
ど
前
に
掲

載
し
た
内
容
で
す
が
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
も
う一

度
掲
載
し
た
い
と
思
い
ま
す
。今
回
は「
ぷ
ち
教

育
学
」で
も
教
科
の
変
遷
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い

ま
す
が
、「
入
試
情
報
室
よ
り
」で
は
未
来
の
変
更

点
、「
ぷ
ち
教
育
学
」で
は
変
遷
の
歴
史（
つ
ま
り

過
去
の
変
更
点
）に
つ
い
て
書
い
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
今
回
の
指
導
要
領
の
改
訂
は
高
校
で
の
科
目

の
変
更
が
多
く
、そ
れ
に
伴
っ
て
大
学
入
試
科
目

も
変
更
さ
れ
ま
す
。小
学
校
で
は
平
成
32
年

（
2
0
2
0
年
）、中
学
校
で
は
平
成
33
年

（
2
0
2
1
年
）、高
等
学
校
で
は
平
成
34
年

（
2
0
2
2
年
）か
ら
順
次
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、

今
の
小
6
が
全
面
移
行
の
学
年
と
な
り
、

2
0
2
0
年
の
大
学
入
試
改
革
よ
り
も
大
き
な

変
更
が
こ
の
学
年
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
ず
、2
0
1
6
年
8
月
1
日
、学
習
指
導
要

領
の
改
定
作
業
を
進
め
て
い
る
中
央
教
育
審
議

会
の
特
別
部
会
に
、答
申
に
向
け
た
素
案
と
な
る

「
審
議
の
ま
と
め
」案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。小
学

５
、６
年
の
英
語
を
教
科
化
し
、３
、４
年
で
英
語

に
慣
れ
親
し
む「
外
国
語
活
動
」を
導
入
す
る
と

い
う
内
容
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、小
学
校
の
科
目
の
変
更
点
か
ら
で
す
。

　
表
は
昭
和
２
年
の「
尋
常
小
学
校
」の「
学
科

名
」で
す
。週
当
た
り
の
授
業
時
数（
男
子
）で

す
。御
覧
の
よ
う
に
、少
し
古
い
用
語
の
も
の
も

あ
り
ま
す
が
、科
目
の
切
り
分
け
方
は
現
在
と
あ

ま
り
異
な
っ
て
お
ら
ず
、今
の
教
科
、科
目
の
考
え

方
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。む

し
ろ
昨
年
発
表
さ
れ
た「
道
徳
の
教
科
化
」は
当

時
の「
修
身
」が
復
活
し
た
と
も
い
え
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、外
国
語（
英
語
）と
い
う
教
科
が
小

学
校
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
の
は
、明
治
維
新
以
来

の
日
本
の
学
制
の
中
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

当
然
今
ま
で
小
学
校
の
英
語
教
育
に
つ
い
て
の
研

究
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
わ
け
で
す
し
、そ
も
そ

も
小
学
校
の
教
員
採
用
試
験
で
は
英
語
力
が
問

わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。小
学
生
の
年
齢

層
に
対
す
る
英
語
教
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
む
し
ろ
民

間
教
育
機
関
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
も
い
え
ま

す
の
で
そ
れ
ら
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
教
材
の
蓄
積
を
生

か
せ
な
い
か
と
い
う
研
究
も
始
ま
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。し
か
し
、小
学
校
の
先
生
方
に
は
し
ば
ら

く
負
担
が
か
か
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
中
学
校
に
関
し
て
、今
回
の
答
申
で
は
科
目
が

変
わ
る
ほ
ど
の
大
き
な
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

小
学
校
で
英
語
が
教
科
化
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、中

学
英
語
の
内
容
は一新
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
高
等
学
校
で
は
大
き
く
科
目
の
編
成
が
変
化

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
上
の
図
は
新
指
導
要
領
に
向
け
て
、現
在
文

部
科
学
省
が
検
討
し
て
い
る
、教
科
・
科
目
構
成

に
つ
い
て
で
す
。（http://tw

inavi.jp/top-

ics/tidbits/57a05996-0898-49e4-a2a5

-754b5546ec81 　
よ
り
転
載
）

　
従
来
の
指
導
要
領
改
訂
は
、扱
う
学
習
単
元

範
囲
を
変
更
す
る
、順
序
を
変
更
す
る
、と
い
う

レ
ベ
ル
の
変
化
が
主
で
、科
目
名
ま
で
変
更
す
る

と
い
う
の
は
限
定
的
だ
っ
た
の
で
す
が
、今
回
の

改
定
で
は
科
目
名
も
含
め
て
大
き
く
変
更
さ
れ

ま
す
。ま
た
必
修
科
目
の
カ
バ
ー
す
る
範
囲
も
広

く
な
り
ま
す
。

　
大
き
い
と
こ
ろ
で
は
、日
本
史
A
と
世
界
史
A

が
合
体
し
て「
歴
史
総
合
」と
い
う
必
修
科
目
に

な
る
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。今
ま
で
は「
世
界

史
」は
必
修
で
、「
日
本
史
」は
選
択
科
目
だ
っ
た

の
で
す
が
、自
国
の
正
当
性
を
説
明
す
る
た
め
の

自
国
史
が
選
択（
つ
ま
り
扱
い
が
軽
い
）で
あ
る
こ

と
に
対
す
る
意
見
も
あ
り
、統
合
さ
れ
た
形
で
必

修
と
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、す
で
に
教
科
書
や

市
販
の
用
語
集
の
分
厚
さ
が
物
語
る
よ
う
に
、日

本
史
と
世
界
史
は
他
の
社
会
の
教
科
に
比
べ
て

分
量
が
多
い
の
で
す
が
、近
現
代
の
基
礎
を
中
心

と
し
た
A
の
分
野
で
あ
っ
て
も
合
体
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、大
量
の
知
識
量
を
問
わ
れ
る
教
科
に
な

る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。そ
れ
に

伴
っ
て
、世
界
史
A
、日
本
史
A
と
いっ
た
A
科
目

は
無
く
な
り
、世
界
史
B
、日
本
史
B
、は
そ
れ

ぞ
れ「
世
界
史
探
究
」、「
日
本
史
探
究
」、と
い
う

科
目
名
に
変
わ
り
ま
す
。ま
た
、地
理
も「
地
理

総
合
」と
な
り
必
修
化（
つ
ま
り
格
上
げ
）が
行
わ

れ
ま
す
。こ
れ
ま
で
高
校
生
は
科
目
の
負
担
と
受

験
機
会
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
、理
系
は
地
理
、文
系

は
日
本
史
か
世
界
史
を
選
択
す
る
傾
向
が
あ
り

ま
し
た
が
、2
0
2
2
年
か
ら
は
普
通
科
の
高
校

生
は
全
員
が
歴
史
と
地
理
を
学
習
す
る
わ
け
で
す
。

書
店
の
高
校
社
会
科
の
コ
ー
ナ
ー
は一気
に
拡
大

さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
因
み
に
、既
に
進
学
校
を
中
心
に
、地
理
の
先

生
争
奪
戦
が
始
ま
っ
て
い
る
と
の
情
報
も
あ
り
ま

す
。世
界
の
地
域
や
文
化
な
ど
の
興
味
を
持
ち
、

面
白
い
授
業
が
で
き
る
地
理
の
先
生
と
い
う
の
は

数
が
限
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
し
、そ
も
そ
も

今
ま
で
必
修
で
は
無
く
国
公
立
理
系
志
望
の
生

徒
が
主
に
選
択
す
る
と
い
う
状
況
で
し
た
の
で
、

特
に
文
系
選
択
の
生
徒
が
多
い
高
校
で
は一気
に

人
材
不
足
に
な
る
わ
け
で
す
。同
様
に
必
修
化
さ

れ
る「
情
報
」の
教
員
不
足
も
深
刻
で
、そ
の
科
目

の
教
員
免
許
を
持
っ
て
い
な
い
先
生
に
臨
時
に
与

え
ら
れ
る「
特
別
免
許
」で
乗
り
切
ろ
う
と
い
う

案
も
上
が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
国
語
は
今
ま
で
は「
現
代
文
」と
さ
れ
て
い
た

科
目
が「
論
理
」と「
文
学
」と
明
確
に
分
け
ら

れ
、そ
れ
ぞ
れ
教
科
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

論
説
文
が
不
得
意
で
も
小
説
の
得
点
力
で
カ

バ
ー
し
て
い
た
高
校
生
は
、今
後
は「
論
理
国
語
」

と
い
う
論
説
文
だ
け
の
科
目
の
試
験
で
苦
労
す

る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。高
校
で
は
そ

れ
ぞ
れ
別
に
単
位
認
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
現
代
社
会
は
倫
理
・
政
経
の
内
容
の一部
を
取

り
込
ん
だ
公
共
と
い
う
科
目
に
統
合
さ
れ
、選
挙

権
年
齢
の
引
き
下
げ
に
伴
っ
て
必
修
化
さ
れ
ま

す
。数
学
も
前
回
の
改
定
時
に
中
学
校
内
容
の

増
大
に
伴
っ
て
消
え
て
い
た「
数
学
C
」が
復
活
す

る
な
ど
、さ
ら
な
る
単
元
増
加
に
伴
っ
て
科
目
の

変
更
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
の
小
学
生
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
問
題
解
決
型
学
習
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
、な
ど
小
学
校
で
の
新
た

な
学
習
方
法
論
に
目
が
向
き
が
ち
で
す
が
、い
ず

れ
に
せ
よ
思
考
言
語
と
し
て
の「
国
語
」を
意
識

し
、新
聞
の
購
読
な
ど
を
通
し
て
多
読
・
速
読
力

と
現
代
社
会
の
知
識
を
身
に
着
け
る
こ
と
が
有

効
で
し
ょ
う
。加
え
て
英
語
の
学
習
で
は
、特
に
リ

ス
ニ
ン
グ
と
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
機
会
を
多
く
持
つ

こ
と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。社
会
は
高
校
地
理

必
修
化
と
連
動
し
て
、小
学
校
段
階
で
も
地
理

内
容
の
増
加（
世
界
地
理
の
復
活
な
ど
）が
考
え

ら
れ
ま
す
。現
行
で
も
4
年
生
の
冬
に
は
都
道
府

県
と
県
庁
所
在
地
を
暗
記
し
ま
す
が
、そ
れ
に
加

え
て
5
年
か
6
年
で
国
名
と
首
都
名
、国
旗
な

ど
の
内
容
も
入
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。今
ま
で
は

知
っ
て
い
る
と
自
慢
で
き
た
知
識
が
、知
ら
な
い

と
恥
ず
か
し
い
レ
ベ
ル
に
な
る
と
い
う
事
で
す
。も

ち
ろ
ん
理
科
・
算
数
も
今
ま
で
以
上
に
基
礎
知
識

や
正
確
で
効
率
的
な
工
夫
が
で
き
る
計
算
力
な

ど
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

　
英
語
の
民
間
検
定
の
導
入
な
ど
、大
学
入
試

改
革
の一部
の
混
乱
状
況
が
マ
ス
コ
ミ
で
は
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、実
は
他
の
科
目
で

も
大
き
な
変
更
が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ

て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
学
校
の
変
更
点

中
学
校
の
変
更
点

高
等
学
校
の
変
更
点

日
本
史
A
と
世
界
史
A
が

合
体
し
た「
歴
史
総
合
」

国
語
は「
論
理
」と「
文
学
」に

分
け
ら
れ
る

小
学
生
で
も
さ
ら
な
る

基
礎
知
識
の
増
加

入試情報室より
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１２
月
に
な
り
ま
し
た
。中
学
受
験
に
の
ぞ
む
小
学
6

年
生
に
と
っ
て
は
冬
休
み
、冬
期
講
習
の
学
習
計
画
を
考

え
、実
行
す
る
こ
と
、保
護
者
に
と
っ
て
は
お
子
さ
ん
の

体
調
管
理
と
受
験
に
関
わ
る
準
備
を
進
め
る
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
時
期
で
す
。今
回
は
１２
月
、冬
休
み
を
過

ご
す
に
あ
た
り
、中
学
受
験
生
と
受
験
生
の
保
護
者
、そ

れ
ぞ
れ
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、お
役
に
立
て
る
お

話
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

中
学
受
験
を
志
す
小
学
６
年
生
の
皆
さ
ん
、志
望
校

の
過
去
問
を
既
に
解
き
ま
し
た
か
。ま
た
、こ
れ
は
関
西

圏
の
み
の
話
と
は
な
り
ま
す
が
、志
望
校
が
プ
レ
テ
ス
ト

を
実
施
し
て
い
る
場
合
、プ
レ
テ
ス
ト
を
受
験
し
ま
し
た
か
。

　
こ
の
こ
と
は
中
学
入
試
の
み
な
ら
ず
、高
校
入
試
や

大
学
入
試
に
も
言
え
る
こ
と
な
の
で
す
が
、志
望
校
の

過
去
問
を
解
き
、過
去
問
の
出
題
傾
向
を
つ
か
み
、そ
の

傾
向
に
即
し
て
学
習
を
進
め
る
こ
と
が
、入
試
直
前
期

の
受
験
勉
強
の
最
重
要
テ
ー
マ
で
す
。プ
レ
テ
ス
ト
を
受

験
さ
れ
た
場
合
は
、入
試
の
予
告
編
と
も
い
え
る
プ
レ
テ

ス
ト
の
見
直
し
も
重
要
で
す
。

　

入
試
問
題
は
学
校
に
よ
っ
て〝
個
性
〞の
差
が
大
き
く

あ
り
ま
す
。資
料
１
と
資
料
２
に
は
、と
も
に
男
子
校
の

な
か
で
も
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
校
風
で
知
ら
れ
、大
学
教
授

や
研
究
者
を
数
多
く
輩
出
し
て
き
た
、武
蔵
中
と
筑
波

大
駒
場
中
の
２
０
１
８
年
度
の
社
会
の
入
試
問
題
の一

部
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
資
料
１
に
あ
る
武
蔵
中
の
よ
う
に
、文
章
を
書
か
せ
る

論
述
問
題
が
多
く
出
題
さ
れ
て
い
る
中
学
校
を
志
望
校

と
す
る
場
合
と
、資
料
２
に
あ
る
筑
波
大
駒
場
中
の
よ

う
に
、記
号
選
択
問
題
の
出
題
を
中
心
と
し
て
い
る
中

学
校
を
志
望
校
と
す
る
場
合
で
は
、得
点
力
を
上
げ
る

た
め
の
勉
強
内
容
に
も
違
い
が
必
要
に
な
り
ま
す
。前

者
の
場
合
は
文
章
表
現
力
を
鍛
え
、論
述
問
題
解
答
の

前
提
と
な
る
深
い
知
識
を
身
に
つ
け
る
学
習
、後
者
の
場

合
は
記
号
選
択
問
題
へ
の〝
感
覚
〞を
養
い
つ
つ
、社
会
や

理
科
の
場
合
は
不
正
解
問
題
に
関
わ
る
知
識
や
理
解
を

再
確
認
す
る
こ
と
、が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

塾
で
の
学
習
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
、志
望
校
の
入
試
傾

向
や
受
験
生
一
人
ひ
と
り
の
課
題
点
を
踏
ま
え
て
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。通
常
授
業
、そ
し
て
、

冬
期
講
習
。フ
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
や
ソ
フ
ィ
ア
の
教
室
チ
ー

フ
や
担
当
講
師
に
常
に
相
談
を
し
て
、志
望
校
合
格
の

た
め
に
必
要
な
学
習
ポ
イ
ン
ト
を
過
去
問
か
ら
見
定
め

て
、傾
向
に
あ
っ
た
教
材
を
選
び
、、ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
の

時
期
の
受
験
勉
強
を
効
果
的
に
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
、冬
休
み
、大
晦
日
、お
正
月
。１
２
月
か

ら
１
月
に
か
け
て
は
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
わ
く
わ

く
、そ
わ
そ
わ
す
る
時
期
で
す
。し
か
し
、受
験
生
に
と
っ

て
は
、ク
リ
ス
マ
ス
も
お
正
月
も
、例
年
の
よ
う
に
楽
し
む

余
裕
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。少
な
く
と
も
、受
験
生

の
保
護
者
の
多
く
は
、そ
う
思
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。ク
リ
ス
マ
ス
は
も
と
よ
り
、大
晦
日
や
正
月

三
が
日
も
特
訓
授
業
や
受
験
合
宿
を
実
施
し
て
い
る
中

学
受
験
塾
も
あ
り
ま
す
。大
晦
日
の
テ
レ
ビ
ニュ
ー
ス
で

鉢
巻
き
を
締
め
た
受
験
生
が
勉
強
を
頑
張
っ
て
い
る
姿

が
放
映
さ
れ
て
い
る
の
を
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

受
験
生
は
禁
欲
的
に
、ス
ト
イ
ッ
ク
に
頑
張
る
べ
き

だ
！
と
い
う
精
神
論
。し
か
し
、ク
リ
ス
マ
ス
や
年
末
年

始
に
は
楽
し
む
、遊
ぶ
、と
い
う
経
験
を
積
み
重
ね
て
き

た
、今
ど
き
の
小
学
生
に
禁
欲
的
に
受
験
勉
強
の
み
に

ま
い
進
さ
せ
る
こ
と
は
至
難
の
業
で
す
。禁
欲
生
活
を

無
理
に
強
い
る
こ
と
、禁
欲
生
活
に
挑
む
こ
と
は
か
え
っ

て
受
験
生
本
人
の
ス
ト
レ
ス
を
増
大
さ
せ
た
り
、受
験
勉

強
に
集
中
で
き
な
い
環
境
と
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
も
お
正
月
も
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
特

に
楽
し
み
な
の
は
、お
い
し
い
も
の
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
お

年
玉
だ
と
思
い
ま
す
。受
験
生
に
と
っ
て
は
、受
験
勉
強

が
続
く
な
か
で
の
嬉
し
い
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。他

方
、こ
の
時
期
に
例
年
、旅
行
や
帰
省
な
ど
、長
時
間
の

家
族
外
出
を
さ
れ
る
ご
家
庭
も
少
な
く
な
い
か
と
思
い

ま
す
が
、自
宅
以
外
の
場
所
で
は
、受
験
生
に
限
ら
ず
、

小
学
生
の
勉
強
量
や
勉
強
へ
の
集
中
力
は
減
退
す
る
の

が一般
的
で
す
。

今
年
の
冬
は
、受
験
生
本
人
の
外
出
は
抑
え
な
が
ら
、フ

リ
ー
ス
テ
ッ
プ
や
ソ
フ
ィ
ア
で
の
冬
期
講
習
で
勉
強
時
間

を
充
分
に
確
保
し
つ
つ
、毎
日
の
受
験
勉
強
の
緊
張
を
ほ

ぐ
し
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
す
る
意
味
で
も
、年
末
年
始
の
イ

ベ
ン
ト
は
程
よ
く
楽
し
む
。こ
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
を
お

勧
め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
第
一
志
望
校
の
み
受
験
。ダ
メ
だ
っ
た
ら
公
立
中
学

に
行
き
ま
す
」、「
〇
〇
大
学
の
系
列
校
の
み
受
験
。ダ

メ
だ
っ
た
ら（
同
じ
大
学
の
系
列
の
）高
校
受
験
で
リ
ベ
ン

ジ
」と
い
う
考
え
で
、第一志
望
校
や
第一志
望
群
の
中
学

校
の
み
の
受
験
を
考
え
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も

し
く
は
首
都
圏
で
入
試
を
実
施
す
る
地
方
の
中
学
校

（
主
に
寮
完
備
の
学
校
）が
受
験
校
の
候
補
と
な
り
ま
す
。

　

偏
差
値
、入
試
難
易
度
、自
宅
か
ら
入
試
会
場
へ
の
ア

ク
セ
ス
、保
護
者
の
故
郷
の
学
校
、塾
か
ら
の
推
奨
、進

学
先
候
補
と
し
て
の
教
育
理
念
、大
学
進
学
実
績
な

ど
、「
前
受
け
」と
し
て
の
学
校
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
も
い

く
つ
も
あ
り
ま
す
が
、私
は
今
回
、特
に
入
試
会
場
に
注

目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

資
料
３
に
示
し
た
の
は
慶
應
義
塾
大
学
の
校
舎
で

（
首
都
圏
）入
試
を
実
施
す
る
中
学
校
で
す
。慶
應
大
系

列
の
中
学
校
の
な
か
で
、慶
應
義
塾
中
等
部
は一次
試
験

（
筆
記
試
験
）を
慶
應
大
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
を
し

ま
す
が
、同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
仙
台
育
英
学
園
秀
光
中

（
宮
城
県
）と
佐
久
長
聖
中（
長
野
県
）が
１
月
に
入
試

を
実
施
し
ま
す
。中
学
受
験
用
の
公
開
模
試
が
首
都
圏

の
中
学
校
や
大
学
の
校
舎
で
も
実
施
さ
れ
る
こ
と
は
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、同
大
学
の
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
中

学
受
験
向
け
の
模
試
が
実
施
さ
れ
る
機
会
は
め
っ
た
に

あ
り
ま
せ
ん
。し
た
が
っ
て
、秀
光
中
や
佐
久
長
聖
中
の

首
都
圏
入
試
を
、慶
應
中
等
部
や
慶
應
系
中
学
を
志
望

す
る
受
験
生
が
、毎
年
少
な
か
ら
ず
受
験
を
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。ち
な
み
に
、神
奈
川
県
に
あ
る
慶
應
義
塾

普
通
部
と
慶
應
義
塾
湘
南
藤
沢
中
は
そ
れ
ぞ
れ
の
中
学

校
の
校
舎
で
入
試
を
実
施
し
ま
す
が
、慶
應
普
通
部
か

ら
ほ
ど
近
い
慶
應
大
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、宮
崎
日
本

大
学
中（
宮
崎
県
）が
１
月
に
首
都
圏
入
試
を
実
施
し

ま
す
。

　

他
方
、女
子
校
志
望
の
受
験
生
で
あ
れ
ば
、例
え
ば
、

雙
葉
中
や
白
百
合
学
園
中
な
ど
の
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
女

子
校
を
志
望
校
さ
れ
て
い
る
場
合
、１
月
入
試
を
実
施

し
て
い
る
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
女
子
校
の
う
ち
、浦
和
明
の

星
中（
さ
い
た
ま
市
）は
自
校
で
、札
幌
聖
心
女
子
学
院

中（
北
海
道
）と
不
二
聖
心
女
子
学
院
中（
静
岡
県
）は

聖
心
女
子
大
学
で（
首
都
圏
）入
試
を
実
施
し
ま
す
。カ

ト
リ
ッ
ク
校
や
女
子
校
の
雰
囲
気
の
中
で
の
入
試
経
験

を
得
た
い
と
考
え
る
場
合
は
、こ
れ
ら
の
学
校
に
着
目
を

し
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。た
だ
、浦
和
明
の
星
中
は
埼

玉
県
内
の
女
子
中
学
校
の
最
難
関
校
で
あ
り
、中
学
受

験
の
模
試
で〝
女
子
御
三
家
〞と
称
さ
れ
る
都
内
難
関
女

子
校
に
合
格
の
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
た
受
験
生
で

も
、浦
和
明
の
星
中
の
合
格
に
は一歩
届
か
な
か
っ
た
と

い
う
ケ
ー
ス
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
、そ
の
結
果
の

シ
ョッ
ク
を
引
き
ず
っ
て
し
ま
い
、本
来
の
志
望
校
に
向

け
た
学
習
に
支
障
が
出
て
し
ま
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
。

　
「
前
受
け
」に
つ
い
て
入
試
会
場
と
い
う
視
点
か
ら
お

話
を
し
ま
し
た
が
、「
前
受
け
」の
目
的
は
中
学
入
試
そ

の
も
の
を
体
感
す
る
こ
と
と「
合
格
」を
つ
か
み
、受
験

生
に
自
信
と
安
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
も
あ
り
ま

す
。確
実
に「
合
格
」で
き
る
学
校
か
否
か
を
見
極
め
る

こ
と
も
重
要
で
す
。受
験
前
は
強
気
で「
ダ
メ
だ
っ
た
と

し
て
も
大
丈
夫
だ
よ
！
」と
話
し
て
い
て
も
、結
果
が
芳

し
く
な
か
っ
た
場
合
、ま
だ
小
学
生
で
あ
る
中
学
受
験

生
は
、高
校
受
験
の
中
学
生
や
大
学
受
験
の
高
校
生
以

上
に
シ
ョッ
ク
を
受
け
や
す
い
こ
と
、そ
こ
か
ら
の
立
ち

直
り
が
難
し
い
ケ
ー
ス
が
い
く
つ
も
あ
る
こ
と
を
、私
も

指
導
者
と
し
て
目
の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し
た
。「
前
受

け
」に
つ
い
て
も
、併
願
校
に
つ
い
て
も
、気
に
な
る
こ
と

は
何
で
も
、フ
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
や
ソ
フ
ィ
ア
の
教
室
チ
ー
フ

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、中
学
受
験
生
の
多
く
は
、進
学

先
と
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、第一志
望
校（
群
）以
外

に
も
、複
数
の
中
学
校
を
併
願
受
験
さ
れ
る
こ
と
を
考

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。２
月
入
試
の
首
都
圏

の
多
く
の
中
学
校
の
出
願
期
間
は
入
試
前
月
の
１
月
中

旬
に
な
り
ま
す
が
、１
月
入
試
の
中
学
校
の
中
に
は
１
２

月
中
で
出
願
を
締
め
切
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、１２
月
の
う

ち
に
１
月
入
試
の
受
験
校・出
願
校
に
つ
い
て
具
体
的
に

決
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
首
都
圏
の
中
学
入
試
を
ベ
ー
ス
に
説
明
を
し

ま
す
が
、併
願
校
選
定
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、①
前
受
け

（
前
受
験
）　

②
午
後
入
試　

③
ダ
ブ
ル
出
願（
ト
リ
プ

ル
出
願
）の
３
つ
を
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。②
と
③
に
つ

い
て
は
来
年
2
月
号
で
説
明
を
す
る
こ
と
に
し
て
、今
回

は
１２
月
中
に
出
願
を
す
る
必
要
が
あ
る
中
学
校
も
あ
る

こ
と
か
ら
、①
の「
前
受
け
」に
つ
い
て
説
明
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
「
前
受
け
」と
い
う
の
は
、第一志
望
校
の
入
試
日
よ
り

も
前
に
入
試
を
設
定
し
て
い
る
中
学
校
を
受
験
す
る
こ

と
で
す
。本
命
と
す
る
中
学
校
の
前
に
入
試
を
経
験
し
、

合
格
を
つ
か
む
こ
と
で
、ま
た
、第一志
望
校
で
は
な
い
場

合
で
あ
っ
て
も
進
学
先
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、緊

張
感
を
や
わ
ら
げ
、第
一
志
望
校
入
試
に
少
し
で
も
リ

ラ
ッ
ク
ス
を
し
て
臨
む
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
で
す
。

　

東
京
都
と
神
奈
川
県
の
私
立
中
学
校
は
毎
年
、２
月

１
日
を
中
学
入
試
の
解
禁
日
と
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

２
月
３
日
に
入
試
を
実
施
す
る
東
京
都
内
に
あ
る
中
学

校
を
第
一
志
望
校
と
す
る
場
合
は
２
月
１
日
や
２
月
２

日
に
入
試
を
実
施
す
る
都
内
や
神
奈
川
県
内
の
他
の
中

学
校
を「
前
受
け
」と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、２
月

１
日
に
入
試
を
実
施
す
る
中
学
校
を
第一志
望
校
と
す

る
場
合
は
東
京
・
神
奈
川
に
あ
る
私
立
中
学
校
を「
前

受
け
」と
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。「
前
受
け
」を
考
え

る
場
合
に
は
、１
月
中
か
ら
入
試
を
実
施
す
る
埼
玉
県

や
千
葉
県
、関
西
圏
な
ど
首
都
圏
以
外
の
中
学
校
、も

１２
月
の
受
験
生
の
ポ
イ
ン
ト
① 

過
去
問
・
プ
レ
テ
ス
ト
か
ら

塾
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
定
め
る

ク
リ
ス
マ
ス
や
年
末
年
始
を

我
慢
せ
ず
、程
よ
く

「
前
受
け
」の
選
定

１２
月
の
受
験
生
の
ポ
イ
ン
ト
② 

自
信
と
安
心
を
与
え
る
た
め
の

「
前
受
け
」

入
試
会
場
に
注
目
し
た

「
前
受
け
」

１２
月
の
保
護
者
の
ポ
イ
ン
ト 

2018年

12月受験直前の重要ポイント
フリーステップ修学院教室チーフ　住本  正之

（首都圏難関私大系列中学校入試分析より）（首都圏難関私大系列中学校入試分析より）

出典：2018　武蔵中　社会

出典：2018　筑波大駒場中

資料1資料2

資料3

☆は首都圏入試日程。本校入試は別日程となります。
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●「
無
理
」

　

人
間
不
思
議
な
も
の
で
、「
自
分
に
は
無
理
」な
ど
と

い
っ
た
否
定
的
な
言
葉
を
発
し
て
い
る
と
、
本
当
に
で

き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
自
分
な
ら
大
丈
夫
」

と
肯
定
的
な
言
葉
を
発
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●「
無
駄
」

　

1
週
間
前
に
難
問
や
奇
問
に
挑
ん
で
解
こ
う
と
し
て

も
時
間
が
か
か
り
、ま
た
、な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
か

ら
焦
り
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
だ
け
で
、
時
間
の
無
駄
で

す
。試
験
1
週
間
前
に
な
っ
た
ら
、「
自
分
は
で
き
る
!
」

と
自
信
を
持
つ
た
め
に
も
、
確
実
に
解
け
る
問
題
を

し
っ
か
り
と
復
習
し
、
確
実
に
得
点
で
き
る
も
の
を
落

と
さ
な
い
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●「
無
茶
」

　

こ
の
時
期
に
無
茶
を
し
て
、
知
識
を
詰
め
込
む
た
め

に
夜
更
か
し
を
す
る
こ
と
は
も
っ
て
の
ほ
か
で
す
。試

験
当
日
、
万
全
の
状
態
で
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
う
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。焦
る
気
持
ち
は
わ
か

り
ま
す
が
、絶
対
に
や
め
ま
し
よ
う
。

□
ゆ
っ
く
り
お
風
呂
に
入
る
な
ど
し
て
、

　

気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
る

□
し
っ
か
り
と
晩
御
飯
を
食
べ
る 

□
目
覚
ま
し
を
セ
ッ
ト
す
る

□
家
族
・
先
生
た
ち
か
ら
エ
ー
ル
を
も
ら
う

□『
合
格
す
る
ぞ
!
』と
強
い
気
持
ち
を

　

持
っ
て
早
く
寝
る

持
ち
物
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
、

リ
ス
ト
を
見
な
が
ら
持
ち
物
を
確
認
す
る

□
受
験
票

□
生
徒
手
帳
・
学
生
証

□
会
場
ま
で
の
地
図

□
鉛
筆
・
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
・
消
し
ゴ
ム

　

な
ど
の
筆
記
用
具

□
昼
食

□
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど（
糖
分
摂
取
・
リ
ラ
ッ
ク
ス
用
）

□
鉛
筆
削
り

□
時
計（
時
計
機
能
の
み
で
、秒
針
音
が
せ
ず
、小
型
の
も
の
）

□
上
履
き
・
上
履
き
や
下
履
き
を
入
れ
る
袋

   （
必
要
な
場
合
の
み
）

□
お
金（
電
車
の
遅
延
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
用
）

□
メ
ガ
ネ（
必
要
な
場
合
の
み
）

□
マ
ス
ク（
必
要
な
場
合
の
み
）

□
着
脱
し
や
す
い
防
寒
着

□
雨
具（
折
り
畳
み
傘
な
ど
）

□
参
考
書
・
ノ
ー
ト

□
携
帯
電
話（
入
室
し
た
ら
電
源
を
切
る
こ
と
）

□
お
守
り

　

当
日
の
朝
に
焦
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
持
ち
物
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
心
の
準
備
も
し
っ
か
り
整
え
ま
し
ょ

う
。持
ち
物
は
持
ち
物
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
、ひ
と
つ
ひ

と
つ
確
認
し
な
が
ら
準
備
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ゆ
っ
く
り
と
お
風
呂
に
入
っ
た
り
、
し
っ
か
り

晩
御
飯
を
食
べ
る
こ
と
で
気
持
ち
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ

せ
、早
め
に
就
寝
し
ま
し
ょ
う
。

　

入
試
当
日
は
緊
張
し
て
当
た
り
前
で
す
。緊
張
し
て

い
る
の
は
自
分
だ
け
で
は
な
く
、
周
り
の
人
も
緊
張
し

て
い
ま
す
。『
緊
張
す
る
な
』
と
考
え
る
こ
と
は
か
え
っ

て
緊
張
を
高
め
て
し
ま
う
の
で
、「
緊
張
し
て
当
た
り
前

」
と
開
き
直
っ
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。そ
れ
で
も
緊
張
が

解
け
な
い
場
合
は
、
今
ま
で
指
導
し
て
く
れ
た
先
生
や

家
族
と
い
っ
し
ょ
に
頑
張
っ
て
き
た
こ
と
を
思
い
出
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。き
っ
と
、『
自
分
な
ら
大
丈
夫
!
』と

思
え
て
く
る
は
ず
で
す
。

　

ま
た
終
わ
っ
た
科
目
の
試
験
の
こ
と
は
気
に
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。周
り
の
受
験
生
が
話
し
て
い
て

も
耳
を
傾
け
ず
に
、
次
の
科
目
の
こ
と
を
考
え
て
く
だ

さ
い
。

　

受
験
直
前
は
な
か
な
か
寝
付
け
な
く
て
寝
不
足
、
昼

寝
を
し
て
す
っ
き
り
し
た
反
面
、
夜
に
は
目
が
冴
え
て

…
と
悪
循
環
に
陥
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。睡
眠
の
質
を

改
善
す
る
こ
と
で
、気
分
を
す
っ
き
り
さ
せ
、勉
強
に
集

中
し
ま
し
よ
う
。

●
入
浴
を
工
夫
し
て
快
眠

　

目
を
覚
ま
し
た
い
と
き
に
、
熱
め
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴

び
る
こ
と
は
有
効
で
す
が
、
睡
眠
を
誘
導
し
た
い
場
合

は
逆
効
果
。ぬ
る
め
の
お
湯
に
ゆ
っ
く
り
入
り
、
30
分

〜
1
時
間
後
に
就
寝
す
る
と
ぐ
っ
す
り
眠
れ
ま
す
。冬

の
寒
い
時
期
に
熱
い
お
風
呂
で
暖
ま
り
た
い
な
ら
、
入

浴
後
2
〜
3
時
間
後
に
就
寝
す
る
と
、
脳
や
内
臓
の
熱

も
引
い
て
い
る
の
で
、眠
り
を
妨
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

受
験
合
格
へ
向
け
て
の
大
切
な
こ
と
の
１
つ
と
し

て
、学
習
面
以
外
で
の「
準
備
」が
あ
り
ま
す
。

　

受
験
ま
で
に
ど
れ
だ
け
万
全
に
学
習
面
で
の
準
備
を

し
て
も
、不
安
定
な
気
持
ち
や
体
調
不
良
の
せ
い
で
、本

番
当
日
に
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
な
い
と
な
れ
ば
元
も

子
も
あ
り
ま
せ
ん
。い
か
に
安
定
し
た
精
神
状
態
で
受

験
に
の
ぞ
め
る
か
、
受
験
当
日
い
か
に
万
全
の
体
調
で

取
り
組
め
る
の
か
が
、
志
望
校
合
格
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
す
。体
調
面
や
精
神
面
に
お
け
る
ケ
ア
は
受
験

生
本
人
だ
け
で
な
く
、
周
り
の
ご
家
族
の
方
々
の
協
力

が
必
要
で
す
。

　

今
回
は「
受
験
生
の
心
得
」と
題
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

生
活
で
気
を
付
け
る
べ
き
項
目
を
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。ぜ
ひ
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、万
全
な
状
態
で
受
験

当
日
を
迎
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
12
月
を
迎
え
、
受
験
生
に
と
っ
て
は「
追
い

込
み
」の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。受
験
生
の
皆
さ
ん
、「
準

備
」
は
万
全
で
す
か
？
や
り
残
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　

受
験
期
間
は
、
合
格
す
る
た
め
に
必
要
な
力
を
1
つ

ず
つ
順
序
立
て
て
手
に
入
れ
て
い
く
、
合
格
す
る
ま
で

の
「
準
備
」
の
期
間
で
す
。学
力
以
外
に
も
受
験
に
必
要

と
な
る
様
々
な
力
を
つ
け
る
訓
練
を
し
て
き
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。目
標
を
定
め「
い
つ
ま
で
に
、何
を
、ど
れ
だ

け
」
や
り
き
る
の
か
決
め
る
『
計
画
力
』
や
、
起
床
後
や

睡
眠
前
、
通
学
中
な
ど
の
短
い
時
間
を
有
効
活
用
す
る

た
め
に
必
要
な『
集
中
力
』、
ど
ん
な
に
辛
く
て
も
結
果

を
出
す
た
め
に
や
り
抜
く
『
突
破
力
』・『
忍
耐
力
』
な

ど
、
受
験
生
に
な
る
ま
で
は
考
え
も
し
な
か
っ
た
「
力
」

が
皆
さ
ん
に
は
身
に
つ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。こ
う

し
た「
準
備
」の
期
間
を
と
お
し
て
成
長
し
て
き
た
皆
さ

ん
は
、
受
験
と
い
う
関
門
を
突
破
で
き
る
力
が
備
わ
っ

て
い
る
は
ず
で
す
。

　

い
よ
い
よ「
受
験
直
前
期
」に
入
り
ま
す
。し
か
し
、多

く
の
不
安
や
、
失
敗
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
恐
怖

や
、
ま
だ
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
焦
り
も
た

く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。で
す
が
こ
こ
ま
で
「
準
備
」

し
て
き
た
自
分
を
信
じ
て
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
し
か
る

べ
き
「
準
備
」
を
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。必

ず
そ
の
先
に
「
合
格
」
と
い
う
喜
び
が
待
っ
て
い
ま
す
。

揺
る
が
ず
、
怯
ま
ず
、
目
標
だ
け
を
見
据
え
、「
合
格
」に

向
か
っ
て
一
直
線
に
突
っ
走
っ
て
く
だ
さ
い
。

受
験
ま
で
に
見
直
す
べ
き
生
活
の
心
得
・
過
ご
し
方

□
毎
朝
、早
起
き
し
て
太
陽
の
光
を
浴
び
る

□
朝
食
を
し
っ
か
り
取
る

□
う
が
い
・
手
洗
い
を
欠
か
さ
な
い

□
人
の
多
い
と
こ
ろ
で
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

□
栄
養
の
あ
る
も
の
を
食
べ
る

□
防
寒
は
し
っ
か
り
す
る

□
体
調
が
悪
い
時
は
無
理
を
し
な
い

□
勉
強
中
は
携
帯
電
話
の
電
源
は
O
F
F

□
夜
更
か
し
せ
ず
、し
っ
か
り
と
睡
眠
を
と
る

　

入
試
直
前
期
、
と
く
に
気
を
付
け
た
い
の
は
体
調
管

理
で
す
。ま
た
、
試
験
は
朝
か
ら
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
試

験
時
間
に
し
っ
か
り
と
頭
が
働
く
よ
う
に
睡
眠
リ
ズ
ム

を
整
え
る
こ
と
も
必
要
で
す
。入
試
直
前
は
少
し
で
も

不
安
を
な
く
そ
う
と
、
夜
更
か
し
し
て
勉
強
し
た
く
な

る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。し
か
し
夜
更
か
し
を
す
る

こ
と
は
、
生
活
リ
ズ
ム
を
崩
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。加
え
て
人
の
多
い
自
習
室
で
勉
強
す
る
な
ど
は
、

風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
に
感
染
し
て
し
ま
う

リ
ス
ク
も
高
め
ま
す
。そ
う
な
っ
て
し
ま
う
と
、
結
局

大
切
な
時
期
に
、体
調
不
良
で
満
足
に
勉
強
で
き
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。入
試
直
前
期
、
ま
ず
は
体
調
管
理

を
し
っ
か
り
と
行
い
ま
し
ょ
う
。

□
否
定
的
な
言
葉
は
発
し
な
い

□
難
問
・
奇
問
を
解
こ
う
と
し
な
い

□
焦
っ
て
無
理
を
し
な
い

　

受
験
ま
で
1
週
間
を
切
る
と
、
気
を
付
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
3
つ
の
要
素
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
「
無

理
・
無
駄
・
無
茶
」で
す
。

●
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
で
快
眠

　

冷
た
い
牛
乳
で
は
な
く
、
ひ
と
肌
程
度
に
温
め
た
牛

乳
は
就
寝
前
に
飲
む
と
、
適
度
に
体
が
温
ま
っ
た
後
、
体

温
が
下
が
っ
て
い
く
の
で
眠
り
に
つ
き
や
す
く
な
り
ま

す
。睡
眠
の
た
め
の
材
料
と
な
る
物
質
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
、快
眠
に
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
は
う
っ
て
つ
け
で
す
。

●
朝
は
朝
日
を
全
身
で
浴
び
る

　

朝
日
を
全
身
に
し
っ
か
り
浴
び
る
こ
と
で
体
内
時
計

が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
、
す
っ
き
り
と
し
た
朝
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
睡
眠
時
間
を
90
分
の
倍
数
に
す
る

　

人
間
は
浅
い
眠
り
と
深
い
眠
り
を
90
分
ご
と
に
繰
り

返
し
て
い
ま
す
。浅
い
眠
り
の
と
き
に
目
覚
め
る
と
不

快
感
が
な
く
、
す
っ
き
り
目
覚
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

よ
っ
て
睡
眠
時
間
を
90
分
の
倍
数
に
す
る
と
、ス
ッ
キ
リ

と
目
覚
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
カ
フ
ェ
イ
ン
を
摂
取
す
る

↓
目
が
冴
え
て
し
ま
う

●
熱
い
湯
に
つ
か
る

↓
内
臓
が
温
ま
り
す
ぎ
て
寝
付
け
な
く
な
る

●
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
、携
帯
電
話
な
ど
の

　

画
面
を
長
時
間
み
る

↓
こ
れ
ら
の
光
の
刺
激
は
睡
眠
ホ
ル
モ
ン
を

　

抑
制
し
て
し
ま
う

受
験
生
の
心
得

受
験
生
の
み
な
さ
ん
へ

入
試
直
前
の
過
ご
し
方

入
試
当
日

快
眠
の
ス
ス
メ

入
試
前
日
に
や
る
こ
と

入
試
1
週
間
前
に

気
を
付
け
る
べ
き
こ
と

寝
る
直
前
に
し
て
は

い
け
な
い
こ
と

個
別
指
導
部 

運
営
課
　
安
在 

浩
義
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　現在中学入試が多様化しているのはご存知でしょうか？これから勉強していくにしてもどのよ
うな対策をしていけばいいのか？ということがわからないと効率がいい学習はできません。

例えば入試科目です。小学校では算数・国語・理科・社会を主に学習しているので、入試におい
ても4教科とも試験科目になると思われがちです。もちろん4科目受験しなければならない学校
もあります。しかし学校によっては算数と国語のみで受験することができたり、得意科目を高く評
価するなど、評価の仕方は多様化しています。そのため得意科目を活かした受験や、教科数の少
ない受験で中学入試にチャレンジすることができます。

　そもそも中学受験をするといってもどこにメリットがあるのか？デメリットとして学費が高いことや通学時間が心配
、受験させても失敗したとき子どものダメージが大きいなどといった声をよく聞きます。

　しかし中高一貫校に進学すれば、高校受験がなく大学受験に専念できたり、環境がいいので個性が伸ばせたりするなど、多
くのメリットがあります。

　例えば、図は中高一貫校と高校受験がある中学の学習ス
ケジュールを比較したものです。中高一貫校には高校受験
がありません。その分高校で学習する内容を先取りし、大学
受験対策にかける学習時間を多く取っています。
　
　また１週間の学習時間で比較した場合でも主要５科目
の学習時間は公立で１５時間、私立中学は２４時間以上で
す。そのため多くの私立中学が中３の１学期までに中学校
過程を終了しています。
　
　さらに習熟度別授業や少人数授業を取り入れている学校
も多く、教師が生徒との接点を増やすことで、生徒の学力や
学習状況に合わせた授業を展開しています。公立中学でも
習熟度別のクラスを設ける学校が増えつつありますが、私
立中学では先行して取り入れているため、より細かい指導
が実現できる環境にあります。

　志望校を選ぶときに学校のどの点に注目すべきなのでしょうか？かつては生徒の学力つまり「偏差値のみ」で中学
校を選択する方が多かったと思います。しかし最近では「６年間をいかに充実して過ごすことができるか」ということ
を重視し、『校風』や『教育方針』で志望校を選ぶご家庭が増えています。志望校選びをする際、まずは生徒も保護者も
気になる学校のパンフレットなどを取り寄せ一緒にみて話をしてみてください。

多くの中高一貫校や私立中学校では、５月以降にオープン
スクールや入試説明会が始まります。パンフレットを見て気
に入った学校があれば、実際に足を運んで学校の雰囲気を
確かめてみてください。オープンスクールや入試説明会以
外にも体験授業や文化祭・体育祭などのイベントに参加で
きる学校も多くあります。スケジュールに関しては中学校ご
とのホームページや開成教育グループ入試情報室が更新
する『入試情報ブログ』でもご紹介しています。時々チェック
してみてください。

いかがでしょうか？内容のほんの一部をご紹介させていた
だきました。中学受験をするか迷っている方も、「中学受験
ガイダンス～受験準備回～」に参加いただければ入試の基
礎知識はもちろん、具体的にどのような学校があるのかま
でご説明します。
中学受験だけでなくその先のことまでお話しさせていただ
きますので是非ご参加ください。

中学受験ガイダンス
～受験準備回～

　中学受験をお考えの皆様はそろそろこれからどのように勉強したらよいのか？どのように受験校を決

めていけばいいのか？と考え出す時期ではないでしょうか。そんな保護者の皆さんに今回ご案内するの

は１月２０日（日）実施の「中学受験ガイダンス～受験準備回～」というイベントです。

「中学受験ガイダンス～受験準備回～」は「志望意思を固める」ことを前提に、入試に必要な情報をご提

供させていただくイベントです。「中学受験ガイダンス」は5月・10月と年3回実施予定となっており、今回

実施する受験準備回は「受験意思を固める」、5月実施のデータ分析回では「受験校を決定する」、11月実

施の入試直前回では「受験スケジュールを固める」ことを目的とします。

入試形式の多様化入試形式の多様化11

中学受験のメリットは？中学受験のメリットは？22

開催日…
対象　…
会場　…
時間　…

1月20日（日）
小学3年生～小学6年生とその保護者
開成梅田ビル2階大会議室
【午前】10：00～12：00
【午後】13：00～15：00

【イベント実施概要】

※午前・午後は同じ内容です。
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「
す
ぐ
に
問
題
を
解
く
」は
物
理
の
勉
強
で
は

N
G
。先
を
急
が
ず
、ま
ず
は「
理
解
の
質
」を
深

め
て
い
な
け
れ
ば
、応
用
が
ま
っ
た
く
き
か
な
く

な
る
か
ら
で
す
。そ
の
第
一
歩
は
言
葉
の
定
義
を

正
確
に
頭
に
入
れ
る
こ
と
。例
え
ば
、「
熱
」と「
温

度
」と
い
う
言
葉
。普
段
の
生
活
で
も
何
気
な
く

使
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、物
理
の
世
界
で
は

２
つ
が
指
し
示
す
意
味
は
明
確
に
異
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
地
道
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
こ
と
で
は

じ
め
て「
物
理
の
目
」で
問
題
文
が
読
め
る
よ
う

に
な
る
の
で
す
。

　

覚
え
る
べ
き
こ
と
の
内
容
を
正
し
く
理
解
し
、

さ
ら
に
必
要
な
知
識
を
確
実
に
自
分
の
も
の
に

し
、解
く
力
を
高
め
て
い
く
。志
望
校
合
格
へ
の
道

は
、物
理
が
苦
手
な
人
で
も
、得
意
な
人
で
も
こ

の
道
以
外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。分
か
ら
な
け
れ
ば

い
つ
で
も
聞
い
て
く
だ
さ
い
。分
か
る
ま
で
教
え

ま
す
。

　

来
春
み
な
さ
ん
が
合
格
す
る
こ
と
だ
け
を
考

え
て
授
業
し
ま
す
。受
験
数
学
に
お
い
て
重
要
な

の
は「
計
算
力
」と「
解
法
の
知
識
」。「
考
え
る
」と

い
う
行
為
は
こ
れ
ら
が
あ
っ
て
初
め
て
意
味
を
持

ち
ま
す
。な
に
も
知
ら
な
い
状
態
で
考
え
る
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。だ
か
ら
知
ら
な
い
こ
と
は
す
べ

て
授
業
で
理
解
し
た
う
え
で
憶
え
、今
持
っ
て
い

る
知
識
や
経
験
を
用
い
て
少
し
で
も
予
習
し
て

授
業
に
臨
む
の
で
す
。何
事
も
そ
う
で
す
が
、当

た
り
前
の
努
力
の
先
に
し
か
成
功
は
あ
り
ま
せ

ん
。次
に
自
分
の
レ
ベ
ル
に
合
っ
た
教
材
、ク
ラ
ス

を
選
ぶ
こ
と
で
す
。難
し
い
こ
と
を
や
れ
ば
学
力

が
向
上
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。授
業
に
参

加
出
来
る
、予
習
の
際
手
を
動
か
す
こ
と
が
出
来

る
教
材
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。こ
の
1
年
の
ス

タ
ー
ト
に
次
の
言
葉
を
贈
り
ま
す
。「
も
し
未
来

を
決
め
る
神
様
が
い
る
と
し
た
ら
そ
れ
は
今
の

あ
な
た
で
す
」共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

荻
野
先
生
が
一
番
大
切
に
心
が
け
て
ほ
し
い
と

言
っ
て
い
る
こ
と
が『
授
業
の
予
習
』で
す
。そ
の

理
由
は「
数
学
で
一
番
大
事
な
こ
と
は
新
し
い
問

題
に
自
ら
自
分
の
脳
を
動
か
し
て
、解
き
に
行
く

こ
と
」で
あ
っ
て
、た
と
え
予
習
段
階
で
そ
の
問
題

は
解
け
な
く
て
も
、そ
の
解
き
に
行
く
姿
勢
が
入

試
問
題
を
解
く
力
に
な
る
か
ら
で
す
。ま
た
、た

ま
の
雑
談
で
は
い
つ
も
刺
激
を
受
け
て
勉
強
に

励
む
よ
う
に
な
り
、精
神
面
で
も
フ
ォ
ロ
ー
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

荻
野
先
生
の
言
葉
の
中
で
一
番
印
象
に
残
っ
て

い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。「
夢
の
中
で
生
き
る
な
。

現
実
の
中
で
生
き
ろ
。志
望
校
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
見
て
に
や
に
や
し
て
い
る
暇
が
あ
れ
ば
、そ
の

５
分
の
時
間
を
微
積
の
計
算
問
題
を
解
く
時
間

に
使
う
ん
だ
」で
す
。少
し
厳
し
い
言
葉
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、い
つ
も
こ
の
言
葉
を
胸
に
努
力
し

続
け
ま
し
た
。荻
野
先
生
は『
本
当
の
努
力
』と
い

う
も
の
を
教
え
て
下
さ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
怖
い
印
象
の
荻
野
先
生
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ト
ー
ク
が
も
の
す
ご
く
面
白
い
で
す
。子
ど
も
好

き
で
子
ど
も
の
自
慢
話
も
あ
り
、ち
ょ
っ
と
し
た

毒
舌
も
、と
て
も
和
む
も
の
で
し
た
。数
学
の
力

を
よ
り
伸
ば
し
た
い
人
や
解
く
技
術
を
磨
き
た

い
人
は
荻
野
先
生
に
つ
い
て
い
く
べ
き
で
す
！

代ゼミサテライン講座
おすすめ！

　

為
近
先
生
は
、微
積
を
な
る
べ
く
使
わ
ず
に
物

理
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
さ
れ
ま
す
。つ
ま
り
、基
本

的
な
微
積
の
知
識
だ
け
で
物
理
の
問
題
を
解
け

る
よ
う
に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。先
生
の
授
業

は
板
書
が
た
い
へ
ん
見
や
す
い
で
す
。ま
た
、字
や

図
が
恐
ろ
し
く
上
手
い
で
す
。そ
の
た
め
、ノ
ー

ト
が
取
り
や
す
く
わ
か
り
や
す
く
、視
覚
的
に
も

理
解
し
や
す
い
で
す
。

　

先
生
は
、授
業
の
中
で
、問
題
文
を
丁
寧
に
分

析
さ
れ
ま
す
。そ
し
て
、式
を
使
う
理
由
を
丁
寧

に
説
明
さ
れ
ま
す
。現
象
の
捉
え
方
を
言
葉
で
説

明
し
、実
際
に
解
く
と
き
に
ど
う
考
え
る
べ
き

か
、指
針
の
た
て
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

問
題
を
読
ん
で
い
く
と
、何
ら
か
の
公
式
を
使
う

「
選
択
肢
」に
出
会
い
ま
す
。「
な
ぜ
こ
こ
で
こ
の

公
式
を
使
う
か
」と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、「
フ

ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
」を
使
っ
て
解
説
さ
れ
ま
す
。為
近

先
生
の
授
業
を
受
け
る
と
、今
ま
で
な
ん
と
な
く

解
い
て
い
た
問
題
も
こ
う
い
う
現
象
だ
か
ら
こ

の
よ
う
に
解
く
と
い
う
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

受
験
と
い
う
戦
い
に
臨
む
受
験
生
た
ち
に
戦

う
力
を
与
え
る
。そ
れ
が
私
の
役
目
で
す
。も
し

も
今
や
っ
て
い
る
日
本
史
の
学
習
が
語
句
量
を

増
や
そ
う
と
し
て
い
る
だ
け
だ
と
し
た
ら
、そ

れ
は
お
も
し
ろ
く
も
な
け
れ
ば
、得
点
に
も
結

び
つ
き
に
く
い
も
の
。な
ぜ
な
ら
、頭
の
中
で
言

葉
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
だ
け
の
状
態
だ
か
ら
。そ

ん
な
語
句
ど
う
し
を
関
連
づ
け
て
必
勝
の
受
験

知
識
と
す
る
の
が
私
の
講
義
。そ
し
て
、知
識
を

軸
に
描
か
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
こ
そ
が
受
験
を
制

す
る
あ
な
た
の
武
器
と
な
る
の
で
す
。

　

ま
た
、生
徒
は
ひ
と
り
ひ
と
り
環
境
や
学
習

状
態
が
ち
が
う
も
の
。強
制
的
に
勉
強
を
強
い
る

の
で
は
な
く
、そ
れ
ら
を
考
慮
し
な
が
ら
、す
べ

て
の
生
徒
が
受
験
と
い
う
勝
負
を
勝
ち
抜
く
た

め
の
講
義
を
約
束
し
ま
す
。

　

日
本
史
と
い
っ
た
ら
、土
屋
先
生
。日
本
史
と

い
う
科
目
は
暗
記
す
る
だ
け
だ
！
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、僕
も
土
屋
先
生
の
講
座

を
受
講
す
る
ま
で
は
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、初
め
て
先
生
の
授
業
を
受
け
た
と

き
驚
き
ま
し
た
。土
屋
先
生
の「
コ
ン
プ
リ
ー
ト

日
本
史
①
②
」で
は
、た
だ
歴
史
の
流
れ
を
教
え

て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、こ
の
語
句
は
正
誤
問

題
で
問
わ
れ
る
の
か
、穴
埋
め
な
の
か
、論
述
な

の
か
、ま
た
ど
こ
の
大
学
で
よ
く
出
題
さ
れ
る

レ
ベ
ル
で
、ど
の
く
ら
い
重
要
な
の
か
を
適
切
に

教
え
て
く
れ
ま
す
。そ
の
た
め
、す
べ
て
の
授
業

で
、毎
回
ノ
ー
ト
を
し
っ
か
り
と
取
る
こ
と
が
出

来
れ
ば
、自
分
の
志
望
校
に
あ
っ
た
最
高
の
テ
キ

ス
ト
が
完
成
し
ま
す
。正
直
、世
界
中
ど
こ
を
探

し
て
も
土
屋
先
生
ほ
ど
完
璧
に
な
お
か
つ
面
白

く
日
本
史
を
教
え
て
く
れ
る
先
生
は
い
な
い
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
信
を
持
っ
て
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。日
本
史
が

苦
手
な
人
も
、日
本
史
を
得
点
源
に
し
た
い
と
い

う
人
も
ぜ
ひ
一
度
受
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。絶
対

に
ハ
マ
リ
ま
す
。

2回に渡り、おすすめの講座を紹介してきました。
今回は予備校界でも屈指と呼ばれる代ゼミの講師にもう少し焦点を当ててご紹介します。

荻
野
　
暢
也
講
師
　
数
学

為
近
　
和
彦
講
師
　
物
理

土
屋
　
文
明
講
師
　
日
本
史

VOL.3

合
格
の
た
め
の
学
習
を

言
葉
の
意
味
を

正
し
く
理
解
す
る

丁
寧
な
板
書
・
解
説
で

理
解
し
や
す
い

受
験
は
、戦
だ
。

必
勝
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
こ
う

完
璧
で
面
白
い
日
本
史
の
授
業

一
番
大
切
に
心
が
け
て

ほ
し
い
の
は「
授
業
の
予
習
」

夢
の
中
で
生
き
る
な
。

現
実
の
中
で
生
き
ろ
。

講師からのメッセージ ～代ゼミホームページより～受験生の声

講師からのメッセージ ～代ゼミホームページより～

受験生の声

講師からのメッセージ ～代ゼミホームページより～ 受験生の声
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開
成
教
育
グ
ル
ー
プ
　
入
試
情
報
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こ
ん
に
ち
は
。
藤
山
で
す
。
教
育
に
関
す
る
お
話
を
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、「
教
科
」
の
成
立
に
つ
い
て
お
送
り
し
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
。
藤
山
で
す
。
教
育
に
関
す
る
お
話
を
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、「
教
科
」
の
成
立
に
つ
い
て
お
送
り
し
ま
す
。
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教
育
再
生
会
議
の
答
申
の
中
に
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
行
わ
れ
る
2
0
2
0
年
に
は
大
学
セ
ン

タ
ー
試
験
を
廃
止
し
、
代
わ
り
に
学
力
評
価
テ
ス
ト

を
実
施
す
る
と
い
う
内
容
が
あ
り
ま
す
。そ
の
テ
ス

ト
は
今
ま
で
の
教
科
・
科
目
の
枠
を
超
え
た
「
合
科

型
」「
総
合
型
」
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。と
こ
ろ

で
、
今
ま
で
テ
ス
ト
と
し
て
使
わ
れ
、
学
校
で
教
え

ら
れ
、
中
学
校
以
上
で
は
教
員
免
許
制
度
で
教
え
る

こ
と
が
で
き
る
人
ま
で
区
別
し
て
い
る
「
教
科
」
と

は
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
の
で
し
ょ
う

か
。

　

古
い
話
に
な
り
ま
す
が
、
江
戸
時
代
の
教
育
機
関

は
大
き
く
分
け
て
二
通
り
あ
り
ま
し
た
。「
昌
平
坂

学
問
所
」
は
幕
府
直
轄
の
儒
学
を
修
め
る
目
的
の
学

校
で
し
た
が
、
同
様
に
各
藩
に
は
藩
校
が
作
ら
れ
、

四
書
五
経
（
儒
学
）
の
素
読
と
習
字
に
加
え
て
武
芸

（
江
戸
後
期
に
は
蘭
学
も
）
を
武
士
の
子
弟
に
学
ば

せ
て
い
ま
し
た
。一
方
、庶
民
に
も
子
弟
に
学
業
を
修

め
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、「
手
習
所
」と
い
う

手
習
師
匠
に
よ
る
二
〇
人
ほ
ど
の
子
ど
も
を
集
め

た
民
間
の
教
育
機
関
が
各
地
に
生
ま
れ
ま
し
た
。当

時
、
そ
れ
だ
け
の
人
数
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
施

設
は
お
寺
と
い
う
わ
け
で
、
特
に
上
方（
近
畿
地
方
）

で
は「
寺
子
屋
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。こ

こ
で
は
庶
民
が
日
常
生
活
に
お
い
て
必
要
と
し
て

い
る
基
本
文
字
の
習
字
か
ら
始
め
、
し
だ
い
に
往
来

物
な
ど
の
書
物
を
読
み
な
が
ら
読
解
力
を
身
に
着

け
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。何
年
も
寺
子
屋
に
通
っ
た

生
徒
の
中
に
は
、
藩
校
の
生
徒
も
顔
負
け
の
四
書
五

経
の
読
み
方
に
ま
で
進
む
も
の
も
い
た
そ
う
で
す
。

算
術
も
、
藩
校
と
手
習
所
の
両
方
で
教
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。「
藩
校
」の
算
術
は
砲
術
な
ど
今
の
物
理
学

を
学
ぶ
た
め
の
も
の
で
し
た
。し
か
し
た
と
え
ば
会

津
藩
で
は「
算
術
＝
商
売
」と
い
う
偏
見
の
た
め
か
、

あ
ま
り
人
気
が
無
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。一

方
「
手
習
所
」
で
は
算
盤
（
そ
ろ
ば
ん
）
を
用
い
て
計

数
の
学
習
を
す
る
も
の
で
、
主
に
商
売
の
役
に
立
つ

よ
う
に
加
減
乗
除
の
基
礎
が
中
心
だ
っ
た
よ
う
で

す
。つ
ま
り
、
庶
民
に
と
っ
て
は「
読
み
・
書
き
・
算

術（
そ
ろ
ば
ん
）」が
基
礎
学
力
と
さ
れ
て
い
た
わ
け

で
す
。同
じ
よ
う
に
実
生
活
の
役
に
立
つ
と
い
う
理

由
か
ら
地
理
・
人
名
・
書
簡
の
作
成
法
な
ど
も
取

り
入
れ
ら
れ
た
手
習
所
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
教
育
機
関
の
お
か
げ
で
、
江
戸
に
お
け

る
嘉
永
年
間
（
1
8
5
0
年
頃
）
の
就
学
率
は
70
〜

86
%
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
主
な
工
業
都
市
で
20
〜
25
%

（
1
8
3
7
年
）、
フ
ラ
ン
ス
で
1.4
%
（
1
7
9
3

年
）、
ソ
ビ
エ
連
邦
時
代
の
モ
ス
ク
ワ
で
20
%

（
1
9
2
0
年
）
な
ど
の
諸
外
国
に
比
べ
格
段
に
高

く
な
っ
て
お
り
、
江
戸
時
代
な
い
し
明
治
初
期
に
お

け
る
日
本
の
識
字
率
は
世
界
最
高
水
準
に
あ
っ
た
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
明
治
維
新
で
新
政
府
は
学
制
を
ひ
き
、
義

務
教
育
を
始
め
ま
す
。そ
の
中
身
は
表
１
の
よ
う
な

も
の
で
し
た
。

　

肝
心
の
教
科
の
構
成
で
す
が
、
江
戸
時
代
の
「
読

み
・
書
き
・
算
術（
そ
ろ
ば
ん
）」に
加
え
て「
問
答
」

と
い
う
科
目
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
「
問
答
」

と「
読
物
」と
い
っ
た
教
科
の
中
で
、
実
は
地
理
・
歴

史
の
知
識
定
着
が
要
求
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。つ

ま
り
内
容
と
し
て
は
藩
校
で
は
な
く
手
習
所
を
引

き
継
い
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
学
年
に
つ
い
て
は
「
第
八
級
」
が
最
も

下
の
学
年
で
、
半
年
ご
と
の
進
級
制
に
な
っ
て
い
ま

す
。今
の
小
学
校
で
は
入
学
し
た
ら
一
年
生
、
次
は

二
年
生
と
数
字
が
進
ん
で
い
き
ま
す
が
、
当
時
は
フ

ラ
ン
ス
の
学
制
を
参
考
に
し
た
た
め
、
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
方
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
今
で
も
フ
ラ
ン
ス
の

中
学
校
、
高
校
で
は
中
一
＝
第
六
学
年
、
中
二
＝
第

五
学
年
と
逆
に
数
え
ま
す
。）そ
の
の
ち
、
就
学
率
の

向
上
か
ら
効
率
よ
く
生
徒
を
送
り
出
す
必
要
が
で

き
た
た
め
か
、
進
級
制
が
今
の
学
年
制
（
在
籍
年
数

で
自
動
的
に
進
級
す
る
）方
法
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

　

表
２
は
昭
和
２
年
の
「
尋
常
小
学
校
」
の
週
当
た

り
の
授
業
時
数
と
主
な
内
容
に
な
り
ま
す
。ご
覧
の

よ
う
に
修
身（
今
の
道
徳
に
近
い
）や
唱
歌（
当
時
は

楽
器
や
音
楽
鑑
賞
の
た
め
の
音
響
設
備
が
無
い
の

で
歌
う
だ
け
で
す
。特
に
地
方
の
小
学
校
に
は
ピ
ア

ノ
は
お
ろ
か
オ
ル
ガ
ン
も
あ
れ
ば
い
い
方
で
、
瀬
戸

内
海
の
島
で
小
学
校
教
員
を
し
て
い
た
私
の
祖
母

は
自
分
の
バ
イ
オ
リ
ン
で
教
え
て
い
た
そ
う
で

す
。）、
体
操
（
西
洋
式
の
体
操
が
定
着
し
て
き
た
頃

で
す
。）
な
ど
の
新
た
な
教
科
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。（
表
中
で「
手
工
」
や
「
図
画
」の
よ
う
に
時
間
数

が
書
い
て
い
な
い
科
目
は
加
設
科
目
と
呼
ば
れ
、
欄

外
の
範
囲
で
増
設
す
る
事
が
可
能
で
あ
る
と
の
扱

い
で
す
。）こ
こ
で
一
番
目
を
引
く
の
が
、
国
語
の
時

間
の
多
さ
で
す
。1
年
生
で
も
1
週
間
に
10
コ
マ
で

す
か
ら
、
全
授
業
の
半
分
が
国
語
と
い
う
手
厚
さ
で

す
。

　

大
正
8
年
か
ら
導
入
さ
れ
た
こ
の
小
学
校
令
施

行
規
則
は「
国
語
、
算
術
」の
二
科
と「
国
史
、
地
理
、

理
科
」の
三
科
を
合
わ
せ
た「
五
科
」を
中
心
と
し
て

授
業
を
配
置
す
る
考
え
方
で
、
現
在
の
教
科
・
科
目

の
元
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
語
は「
読
方
」（
読
解
）「
書
方
」（
習
字
）「
綴
方
」

（
作
文
）
の
三
領
域
に
わ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の

中
で
特
に
重
視
さ
れ
た
の
が
「
読
方
」
つ
ま
り
読
解

力
で
す
。こ
れ
は
後
進
国
と
し
て
の
日
本
が
先
進
国

の
豊
富
な
文
献
を
読
み
取
る
こ
と
が
、
欧
米
先
進
国

に
追
い
つ
く
も
っ
と
も
有
力
な
方
法
だ
と
考
え
ら
れ

て
い
た
た
め
で
す
。綴
方
（
作
文
）
も
課
題
作
文
、
つ

ま
り
「
○
○
に
つ
い
て
書
け
」
と
い
う
形
式
が
主
で
、

表
現
力
よ
り
そ
の
事
柄
に
つ
い
て
の
知
識
量
を
問

う
も
の
で
し
た
。古
代
ギ
リ
シ
ャ
で
は
修
辞
学
（
演

説
の
技
術
）
が
自
由
七
科
（septem

 artes 
liberales

）の
一
つ
と
さ
れ
、
そ
の
伝
統
か
ら
欧
米
で

は
討
論
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
国
語
の
領

域
を
見
て
も
日
本
で
は
会
話
や
討
論
の
能
力
は
あ

ま
り
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
事
が
わ
か
り
ま
す
。

　

算
術
も
数
学
的
概
念
や
思
考
を
作
り
上
げ
る
事

を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。算
術
は「
計
算
問
題
」と「
応
用
問
題
」に
わ
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、「
計
算
問
題
」で
は
早
く
正
確
に

処
理
す
る
事
が
尊
ば
れ
る
の
は
当
然
と
し
て
、「
応

用
問
題
」
と
い
う
の
も
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た

数
的
関
係
を
迅
速
に
処
理
す
る
能
力
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。今
で
も
中
学
入
試
に
使
わ
れ
る
、旅

人
算
や
つ
る
か
め
算
と
い
っ
た
特
殊
算
が
そ
れ
に
あ

た
り
ま
す
。何
が
あ
っ
て
も
立
ち
止
ま
ら
な
い
弟
を

兄
が
一
定
の
速
さ
で
追
い
か
け
る
（
後
ろ
か
ら
呼
ば

れ
た
ら
待
ち
ま
し
ょ
う
よ
）、
つ
る
と
カ
メ
の
足
の

本
数
の
合
計
と
頭
の
数
の
合
計
が
わ
か
っ
て
い
る
の

に
、
つ
る
と
カ
メ
が
そ
れ
ぞ
れ
何
匹
ず
つ
か
わ
か
ら

な
い
（
普
通
は
数
え
て
い
る
最
中
に
わ
か
る
で
し
ょ

う
よ
）な
ど
、
現
実
離
れ
し
た
設
定
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
関
係
を
元
に
能
率
よ
く
正
確
に
数
的
処
理
す
る

技
術
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

高
校
で
次
の
指
導
要
領
改
訂
か
ら
再
び
必
須
科

目
で
に
な
る
地
理
で
す
が
、
当
時
の
小
学
校
で
は
国

語
、
算
術
に
続
い
て
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。地

理
と
い
う
教
科
は
明
治
以
降
の
産
業
資
本
の
発
達

に
よ
る
商
圏
の
広
が
り
、
す
な
わ
ち
原
料
購
入
や
製

品
販
売
の
為
に
も
必
須
科
目
と
さ
れ
ま
し
た
。そ
こ

か
ら
日
本
と
世
界
の
地
名
と
産
物
を
隅
か
ら
隅
ま

で
覚
え
る
と
い
う
知
識
を
重
視
す
る
教
科
と
な
り

ま
し
た
。

　

国
史
（
日
本
史
）
は
近
代
国
家
と
し
て
の
国
民
統

一
の
支
柱
と
し
て
、
共
同
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
共
有
す

る
た
め
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。神
話
を
源
と
す
る
皇

室
の
正
当
性
と
、
こ
れ
に
奉
仕
し
た
忠
臣
と
反
逆
者

と
い
う
価
値
観
で
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、
歴
史
観
育

成
よ
り
も
、
歴
代
の
天
皇
の
名
前
を
暗
唱
す
る
事
か

ら
始
ま
り
、
事
件
や
年
号
の
暗
記
と
い
っ
た
天
皇
家

の
ス
ト
ー
リ
ー
を
細
か
く
暗
記
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

理
科
は
博
物
学
と
い
っ
て
も
い
い
く
ら
い
多
岐
に

わ
た
っ
た
膨
大
な
知
識
を
暗
記
す
る
科
目
で
し
た
。

な
ん
と
小
学
校
四
年
か
ら
六
年
の
三
年
間
に
学
ぶ

単
元
は
1
4
2
！
毎
週
一
〜
二
単
元
ず
つ
進
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。し
か
も
そ
の
内
容
例
を
挙
げ
る
と
、

小
六
の
第
八
単
元
＝
塩
酸
、
第
九
＝
硫
酸
、
第
十
＝

青
酸（
シ
ア
ン
化
水
素
）、第
十
一
＝
苛
性
ソ
ー
ダ（
水

酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
）、と
続
き
、金
属
単
体
も
八
種
類

を
そ
れ
ぞ
れ
の
単
元
で
学
ぶ
な
ど
化
学
系
の
大
学

の
講
義
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。第
二
十
五
単
元

「
熱
と
気
体
の
圧
力
」
で
は
ボ
イ
ル
・
シ
ャ
ル
ル
の

法
則
（
現
在
は
高
校
化
学
の
内
容
）
の
原
理
を
勉
強

す
る
と
い
う
激
し
さ
で
す
。

　

し
か
も
こ
れ
ら
全
教
科
を
一
人
の
先
生
が
教
え

た
の
で
す
か
ら
当
時
の
教
員
の
知
識
も
膨
大
な
も

の
だ
っ
た
事
で
し
ょ
う
。

　

戦
時
を
経
て
、現
在
で
は「
修
身
」や「
裁
縫
」の
よ

う
に
教
科
名
が
変
化
し
た
も
の
や
、「
歴
史
」の
よ
う

に
内
容
が
大
き
く
変
わ
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

教
科
の
全
体
的
な
構
造
は
こ
の
よ
う
に
1
0
0
年

前
か
ら
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。大
学
入
試
改
革
に
も

賛
否
両
論
が
あ
り
ま
す
が
、
旧
来
の
枠
組
み
で
作
ら

れ
た
教
科
ご
と
の
テ
ス
ト
だ
け
で
は
こ
れ
か
ら
の

世
界
に
通
用
す
る
人
材
が
育
た
な
い
、
と
考
え
た
教

育
再
生
会
議
の
委
員
の
考
え
も
理
解
で
き
ま
す
。
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■
2
0
1
8
年
度
合
格
体
験
記

・
合
格
体
験
記
を
読
ん
で
、子
ど
も
に
も
是
非
、参
考
に
し
て
も
ら

い
目
標
を
も
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。（
喜
連
瓜
破
教
室
）

・
合
格
体
験
記
を
読
ん
で
、自
分
も
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

（
今
福
鶴
見
教
室
）

・
合
格
体
験
記
を
み
る
こ
と
で
、他
の
子
の
試
験
ま
で
の
気
持
ち

や
試
験
を
受
け
て
み
て
の
結
果
、感
想
を
き
け
て
よ
か
っ
た
。

（
緑
地
教
室
）

・「
合
格
体
験
記
」み
な
さ
ん
自
分
の
決
め
た
目
標
に
向
か
っ
て
の

頑
張
り
、自
分
に
と
っ
て
の
夢
を
力
に
支
え
る
、そ
の
パ
ワ
ー
を
見

習
っ
て
ほ
し
い
で
す
。（
南
草
津
教
室
）

・
合
格
体
験
記
を
読
ま
せ
て
も
ら
う
と
夢
に
向
か
っ
て
み
ん
な
頑

張
っ
て
い
る
の
だ
な
と
感
じ
ま
す
。そ
れ
を
し
っ
か
り
言
葉
で
表

せ
て
い
る
こ
と
が
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。（
上
ヶ
原
南
教
室
）

・
合
格
体
験
記
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
子
ど
も
の
体
験
は
も
ち

ろ
ん
、保
護
者
の
方
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し

た
。（
瀬
田
駅
前
教
室
）

・
合
格
体
験
記
で
は
、合
格
を
つ
か
み
と
る
ま
で
の
先
輩
方
の
学
習

の
よ
う
す
が
詳
し
く
わ
か
り
、子
ど
も
に
読
ま
せ
た
い
と
思
い
ま

し
た
。（
玉
造
教
室
）

・
大
学
合
格
体
験
を
読
み
、ず
っ
と
フ
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
で
が
ん
ば
っ

て
い
か
せ
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。（
西
宮
北
口
教
室
）

・
合
格
体
験
記
を
読
ん
で
、う
ち
の
子
も
勉
強
を
頑
張
っ
て
第
一
志

望
に
合
格
で
き
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。（
高
石
駅
前
教
室
）

・「
合
格
体
験
記
」は
参
考
に
な
り
ま
し
た
。苦
手
科
目
で
も
積
み

重
ね
が
大
事
と
再
認
識
し
ま
し
た
。（
北
千
里
駅
前
教
室
）

・「
合
格
体
験
記
」の
高
校
入
試
の
合
格
者
の
話
が
聞
け
て
、自
分

も
頑
張
ろ
う
と
思
え
た
の
で
よ
か
っ
た
。（
摂
津
富
田
教
室
）

■
大
学
の
推
薦
入
試
に
つ
い
て

・
大
学
の
推
薦
入
試
に
つ
い
て
、ま
だ
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。（
高
槻
北
教
室
）

■
大
学
教
員
一
人
当
た
り
の
学
生
数

・
大
学
教
員
一
人
当
た
り
の
学
生
数
を
読
ん
で
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
分
か
ら
な
い
情
報
な
の
で
面
白
か
っ
た
で
す
。

（
河
内
国
分
教
室
）

・
大
学
教
授
一
人
当
た
り
の
事
な
ど
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。勉
強
に

な
り
ま
し
た
。（
瓢
箪
山
教
室
）

■
学
部
座
談
会vol.3

（
経
済
学
部
、経
営
学
部
、商
学
部
）

・「
学
部　

座
談
会
」が
良
か
っ
た
で
す
。大
学
で
学
ぶ
内
容
が
、よ

く
わ
か
り
ま
し
た
。（
阪
急
茨
木
教
室
）

・
高
校
２
年
生
の
娘
と
大
学
の
学
部
に
つ
い
て
話
し
た
り
、調
べ
た

り
す
る
こ
と
が
多
い
の
で『
学
部
座
談
会
』が
と
て
も
興
味
深
い
内

容
で
し
た
。講
師
の
方
た
ち
の
お
話
な
の
で
親
し
み
や
す
く
読
み

や
す
か
っ
た
で
す
。（
千
里
丘
教
室
）

・
今
回
の
学
部
座
談
会
で
講
師
の
学
部
の
こ
と
を
知
り
、学
校
に

よ
っ
て
も
こ
ん
な
こ
と
を
学
ぶ
の
か
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。（
宮
山
台
教
室
）

・
座
談
会
の
話
し
は
、色
々
と
勉
強
に
な
る
の
で
、毎
回
座
談
会
が

あ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。（
香
里
園
駅
前
教
室
）

・
学
部
座
談
会
の
中
の「
可
能
で
あ
れ
ば
ど
う
い
う
教
授
が
い
る
か

は
知
っ
て
お
い
た
方
が
よ
い
」と
い
う
の
は
同
感
で
す
。ゼ
ミ
な
ど

で
所
属
す
る
こ
と
も
考
え
て
、教
授
陣
を
調
べ
て
お
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。（
明
石
大
久
保
教
室
）

■
開
成
進
学
フ
ェ
ア2018

・
９
月
17
日
の
開
成
進
学
フ
ェ
ア
を
子
ど
も
と
参
加
す
る
予
定
な

の
で
、い
ろ
い
ろ
な
学
校
の
話
し
を
聞
い
て
み
た
い
と
思
う
。

（
高
石
駅
前
教
室
）

■
ぷ
ち
教
育
学

・
藤
山
先
生
の
ぷ
ち
教
育
学
を
楽
し
み
に
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。今
回
の
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
の
お
話
も
興
味
深
く
、人

に
よ
る
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
は
先
生
に
も
生
徒
に
も
大
切
だ
と
思
い

ま
し
た
。生
徒
が
や
る
気
を
出
す
た
め
に
は
教
材
選
び
も
工
夫
が

必
要
で
す
ね
。ゲ
ー
ム
機
よ
り
も
面
白
い
教
材
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。（
箕
面
教
室
）

・
ぷ
ち
教
育
学
、「
勉
強
の
休
憩
は
勉
強
し
ま
し
ょ
う
」と
て
も
参
考

に
な
り
ま
し
た
。最
初
の
集
中
練
習
も
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

（
古
川
橋
教
室
）

・
ぷ
ち
教
育
学
の
熟
達
化
。興
味
深
く
拝
読
し
ま
し
た
。数
学
に
疲

れ
た
ら
英
語
、飽
き
た
ら
地
理
、物
理…

と
気
分
転
換
に
教
科
を

変
え
て
勉
強
は
娘
が
実
行
し
て
い
る
と
聞
い
た
と
き
、な
る
ほ
ど

と
思
い
ま
し
た
。（
南
草
津
教
室
）

・
娘
が
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
を
高
く
保
て
る
よ
う
協
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。（
南
草
津
教
室
）

■
全
体
の
感
想

・
中
・
高
・
大
、の
受
験
の
事
が
た
く
さ
ん
書
か
れ
て
い
る
の
で
毎
回

読
ん
で
い
て
参
考
に
な
り
ま
す
。（
喜
連
瓜
破
教
室
）

・
先
輩
方
の
体
験
談
で
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。又
、大
学
の

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ラ
ン
キ
ン
グ
な
ど
も
面
白
か
っ
た
で
す
。今
か
ら

大
学
へ
の
準
備
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
心
構
え
が
出
来
て
よ
か
っ

た
で
す
。将
来
関
関
同
立
へ
行
け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
の
で
と
て

も
興
味
深
か
っ
た
で
す
。（
桃
谷
駅
前
教
室
）

・
合
格
体
験
談
等
、初
め
て
拝
見
し
ま
し
た
が
、と
て
も
将
来
の
参

考
に
な
り
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
喜
連
瓜
破
教
室
）

・
毎
回
、ど
の
ペ
ー
ジ
も
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
た
め
に
な
る
し
楽

し
い
で
す
。（
貴
生
川
駅
前
教
室
）

■
関
東
フ
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
ノ
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト

・
ノ
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
が
気
に
な
っ
た
。も
っ
と
ノ
ー
ト
の
記
入
方

法
等
、参
考
に
な
る
内
容
を
読
ん
で
み
た
い
。（
日
生
中
央
教
室
）

・
ノ
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
欄
、興
味
深
く
拝
見
し
ま
し
た
。

（
摂
津
富
田
教
室
）

・
ノ
ー
ト
の
重
要
性
が
良
く
解
り
ま
し
た
。（
六
地
蔵
教
室
）

・「
フ
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
ノ
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」が
と
て
も
気
に
な
り

ま
し
た
。子
ど
も
に
ど
の
よ
う
に
ノ
ー
ト
を
作
る
と
い
い
か
教
え

て
頂
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。（
貴
生
川
駅
前
教
室
）

・
ノ
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
生
徒
さ
ん
の
ノ
ー
ト
を
見
て
き
れ
い
な

ノ
ー
ト
だ
と
感
心
し
ま
し
た
。（
下
赤
塚
教
室
）

■
先
パ
イ
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

　
「
高
１
・
２
生
の
み
な
さ
ん
コ
レ
だ
け
は
や
っ
て
お
こ
う
！
」

・
高
１
・
高
２
生
の
み
な
さ
ん
コ
レ
だ
け
は
や
っ
て
お
こ
う
！
先
輩

方
の
話
は
何
よ
り
参
考
に
な
る
よ
う
で
す
。（
香
芝
教
室
）

■
関
関
同
立
答
案
作
成
練
習
会

・
関
関
同
立
答
案
作
成
練
習
会
、と
て
も
楽
し
み
で
す
。娘
に
も
是

非
参
加
さ
せ
、本
番
に
む
け
て
自
信
を
つ
け
て
も
ら
え
た
ら
と
思

い
ま
す
。（
阪
神
西
宮
教
室
）

■
旧
帝
国
大
学
の
学
生
は
ど
の
よ
う
な
本
を
読
ん
で
い
る
か

・
大
学
生
の
読
書
の
傾
向
が
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
で
す
。我
が
子
に
も

勧
め
た
い
と
思
い
ま
し
た
。自
分
も
読
ん
で
み
ま
す
。（
高
槻
北
教
室
）

・
大
学
の
推
薦
入
試
で
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
、自
分
の
言
葉
で
説

明
す
る
事
、作
文
な
ど
を
利
用
し
て
文
章
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
で
、小
さ
い
う
ち
か
ら
本
を
読
む
な
ど
さ
さ
い
な
事

が
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。（
貴
生
川
駅
前
教
室
）

・
入
試
情
報
室
よ
り
の
記
事
を
読
ん
で
大
学
ご
と
に
読
ま
れ
て
い

る
本
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
違
う
事
に
驚
き
と
納
得
を
し
ま
し
た
。我

が
子
は
あ
ま
り
本
を
読
む
事
を
し
な
い
の
で
本
を
読
ん
で
自
己

啓
発
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。（
宮
山
台
教
室
）
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